
平成27年度 産業システム工学プログラム

科目区分・分類 専門・実習 対象学科名・学年 電子制御5年 科目コード 59301691

科目名 卒業研究　Graduation Research

担当教員 堀内　富雄

単位数（時間数） 必修　通年　8単位　（240時間）【学修単位】 学習・教育目標との対応 (D-2)(E-1)(E-2)(F-1)(G-1)

授業の
目的と概要

工学・工業技術に関する研究と，それをまとめて発表する能力を養う．研究の遂行に自分
で工夫した創意をいくつか織り込み，研究を完成させる過程を経験する．研究の過程で研
究手法や問題解決法を習得する．

先修科目

後修科目

備考
１年次から４年次までに履修した全科目の知識を利用・活用できること．
論文や専門書の内容を理解できること．

授業項目 時間 内容

1 研究テーマの紹介，研究室配属希望調査

2 配属決定・卒業研究実行委員選出：4月 2

3 卒業研究のテーマの決定：5月 6 自分が研究したいことを説明できる．

卒業研究の概要を理解し，何をどこまで行うかを説明で

きる．

4 研究の実行 124 行っている卒業研究に関する事項について説明できる．

5 卒業研究中間発表会：11月上旬 8 卒業研究の途中経過や今後の計画について，視聴覚機器

を使って説明できる．また, 発表内容に対し質疑応答が

できる．

6 研究の実行 64 行っている卒業研究に関する事項について説明できる．

7 卒業研究発表申込票の作成：1月下旬 8 卒業研究の概要が書ける．

8 卒業研究発表会：2月上旬 8 卒業研究の内容を視聴覚機器に表示して的確に説明でき

る能力がある．また, 発表内容に対し質疑応答ができる

．

9 卒業論文の作成：2月中旬 20 卒業論文として研究内容をまとめることができる．英語

で研究のアブストラクトが書ける．

学習・教育目標を
達成するために身
に付けるべき内容

与えられた課題に対して，研究を日々計画的・自主的に進めていけることで（G-1）の，
その中で情報を収集して適否を判断しながら研究を遂行していけることで（E-1）の達成
とする．また，中間発表会と卒業研究発表会において，自らの研究内容を発表資料として
まとめ, 他者に分かり易く説明して質疑にも答えられることで（F-1）の，さらに卒業論
文をまとめるにあたり, 課題に対して本校で学習した基本的な知識が応用できることで（
D-2）の，それらを組合わせて考察・評価ができることで（E-2）の達成とする．

成績評価

指導教員が，研究計画書・日報などと日々の研究活動から，取り組む姿勢・専門内容の理
解度(G-1:30%)と情報収集力・課題解決力(E-1:10%)を評価する．また, 複数の教員により
，中間発表会・卒業研究発表会とそれらの資料からプレゼンテーション能力(F-1:20%)を
，卒業論文から応用力(D-2:20%)と考察・評価力(E-2:20%)を評価する．それらを総合して
成績評価をし，それぞれの目標において60%以上の成績を収めることでこの科目の合格と
する．

教材 各研究室による．

オフィスアワー 放課後：各教員の研究室．時間にとらわれず必要に応じて来室して下さい．


